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講演者紹介

1983年 東京大学大学院工学系研究科電気工学修士課程卒業

1983年 三菱電機⼊社 情報電子研究所配属

・情報ネットワーク、情報セキュリティ、AI/IoTなどの研究開発に従事
・⾦融系情報システムSE
・本社研究開発スタッフ

2015年 三菱電機情報技術総合研究所 所⻑（執⾏役員）

2021年 三菱電機退社

2021年 農研機構 農業情報研究センター センター⻑

2022年 農研機構 理事（基盤技術担当）

⻑年培ったICT技術の研究開発スキルを
活かして、豊かな国⺠⽣活実現に貢献したい

Career Change!
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農業の可能性と魅力

高齢化、経験・勘の世界:ICT技術活用余地が大きい

伸びしろの大きな成⻑産業

利益追求だけの産業ではない
 健康に直結
 ⾷糧安全保障︓⾷料⾃給率は38%
 環境への貢献:GHG排出量の22%が農業・土地、植物の光合成

相⼿は⾃然、⽣き物︓イノベーションの余地大

日本の農業 vs 欧⽶の農業︓アジアへの貢献（輸出）

農業×ICTの大きな可能性

生産 輸出

⾃動⾞ 53.4 12.7

電子部品 14.6 7.4

農林⽔産業・⾷品 48.6 1.2 →5.0(2030目標)

CC

(兆円)
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日本の農業の現状

担い⼿の減少と高齢化

毎年5万⼈以上が新規就農者として農業に参⼊しているが、農業所得で⽣計が成り⽴っているのはわずか４分の１

出所：農林水産省「農業労働力に関する統計」

平成27
年

28年 29年 30年 31年
令和
2年

3年

基幹的農業従事者 175.7 158.6 150.7 145.1 140.4 136.3 130.2

うち⼥性 75.1 65.6 61.9 58.6 56.2 54.1 51.2

うち65歳以上 114.0 103.1 100.1 98.7 97.9 94.9 90.5

平均年齢 67.1 66.8 66.6 66.6 66.8 67.8 未

単位：万人、歳

農業のパラダイムシフト（品種・栽培）
が求められている

肥料価格・飼料価格の高騰

環境問題との強い関係︓化学肥料・農薬、気候変動（温暖化、豪⾬災害）、⾷品ロス
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データ駆動型農業

出典︓農⽔省「農業データ連携基盤の構築について」

 農業現場における生産性を飛躍的に高めるためには、データをフル活用できる環境を整備する
ことが不可⽋

収穫

様々なデータを
集約・統合

作業計画の策定

気象データ

土壌データ

過去の収量データ

市況データ

農地データ

• スマホでの⽣育状況確認
• ピンポイント農薬散布、可変施肥

⇒ 作業時間や労⼒を大幅に削減
⇒ 資材コストを大幅に削減

データをフル活用することにより、
これまで達成できなかった

⽣産性の飛躍的向上、
高品質な農産物の安定⽣産

などを実現する。

作業中に得たデータをフィードバックし、作業効率の更なる向上に活⽤

様々なデータを有効活⽤することにより、作業の効率化やコスト削減を実現

⽣育予測システム

• 農作業の自動化

⇒ 作業効率を大幅に
向上

• 適期収穫
• 高品質な農産物の安定出荷

⇒ 収益を大幅に向上

• 営農形態に応じた最適な
作業計画

⇒ 作業効率や収益を
最大化

耕起・播種・移植 ⽣育管理

ICT技術

•データ統合・管理

•データ分析・予測（AI）

•物体認識・識別（AI）

•広域ネットワーク

•狭域ネットワーク

•ユーザI/F

•センシング

•シミュレーション

•農機・ドローン・モバイルデ

バイスへの搭載

•情報セキュリティ
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日本の農業のデータ活用状況（１）

出所：2020年農林業センサス報告書
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日本の農業のデータ活用状況（２）

出所：2020年農林業センサス報告書
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農研機構における農業情報研究

農業情報研究基盤

農業データ連携基盤 ”WAGRI”農業AI研究

AI研究
指導者

研究センター
研究部門等

農業知識を
熟知した研究者

⼀流の研究者
を招聘

45TF

Original data

Leaning Data 
for AI

AI研究スパコン「紫峰」

Genome data 

Weather mesh 
data

農研機構統合データベース クラウドサーバ

SINETと
専用線接続

オープンデータビッグデータ
AIアプリケーション

ソフトAI演算処理

情報フィードバックサービス提供

農業者、農業法人

AI

 農研機構発の質の高い農業AI成果を創出、ス
ピーディーに産業界、農業界で実⽤化

 AIを中心にOJTと教育コースでICT人材を育成

農業AI

ビッグデータ

農業情報研究センターを2018年10月開設
農業情報研究基盤︓AI研究とデータ連携基盤研究を支えるデータベース、スパコン、ネットワーク
農業AI研究︓徹底的なアプリケーション指向のAI研究の推進とAI⼈材育成
農業データ連携基盤(WAGRI) ︓産業界へプラットフォームを提供
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データはイノベーションの源

研究データを一元的に集約し、農研機構統合DBとして構築・運用

農研機構内研究データの概要

分野 データの内容 セット数（概数）

植物 ゲノム・育種, 栽培, 画像等 230

動物 ゲノム, 家畜診断, 管理等 20

昆虫・線虫 害虫, 診断方法等 50

微生物 病害, 病害写真, 病害同定等 60

食品 機能性成分, 成分分析等 30

環境データ 気象, 施設内環境, 土壌等 60

その他
農作業, 農業経済, 農業用地利用状況, 
水利, 水質, インフラ整備関連, 地盤調査, 
実験ノート等

50

 農研機構では、農作物・家畜のゲノム、育種、栽培、病害、食品成分・機能性、環境等に関する膨
⼤なデータを蓄積（総データ量は約１PB＊）

 しかし、多くのデータが、個々の研究者のPCやHDDに保存され、他の研究者が活用しにくかった。
PB︓ペタバイト。1GBの百万倍
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農研機構統合DB

企業B

企業C

AI研究用スパコン 紫峰

企業A

データマーケット WAGRI

API
提供

農研機構内

農研機構統合DB

登録
集約

外部資⾦等に
よる共同研究
機関

共有データ

農作物・⾷品機能性成分・評価情報DB
発酵⾷品DB・乳酸菌株DB
動物病理画像DB・ウェアラブルセンサーDB
⼈工気象下での作目栽培管理・履歴DB
野菜DNAマーカーDB
作物・果樹ゲノムDB
昆虫インベントリーDB
メッシュ気象DB・気象観測DB
土壌物理性・CO2・⽔分・温度等DB
ため池管理DB・写真DB
病害虫関連画像DB・発⽣履歴DB 社会実装

の推進

18
セ
ン
タ
ー
・
部
門

保
有
デ
ー
タ

• 最⼤3重バックアップ可能な実効容量3PBの⼤規模
ストレージ

• メタデータによるカタログ化、フォーマット統一
によるAI活用を通してデータの共有・活用促進

• 現状110のデータセット・データベースを登録中
• SIP、PRISMなど主要８PJでも活用中

農研機構統合DB（公開版）

データ分析
・AI応用
の推進

研究成果の
発信⼒の向上

外部公開DOI登録

DOI︓学術論⽂などに付与される永続的な識別子
API︓ プログラム同士が欲しいデータをピンポイントでやりとりする方式

 全データにメタデータを付与し、研究データを⾒える化･カタログ化
※メタデータ︓タイトル、作成者、研究課題、ライセンス情報など、データの属性を⽰す情報
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トビイロ⻑翅メスが、
1，2，3…

トビイロ⻑翅オスが、
1，2，3…

目視では1時間以上

AIでは3〜4分

AI研究事例〜イネウンカ⾃動カウント

2022年
農業技術10⼤ニュース
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AIによる認識・計数

• 調査板に付着したイネウンカ類をスキャ
ナで画像化し、AIで計数しました。

• AIが調査板の画像中のイネウンカ類だけ
を⾃動的に認識し分類し、それぞれの分
類ごとの数を出⼒します。

• さらに画像中のイネウンカ類を1匹ずつ枠
で囲った画像ファイルも出⼒します。

• AIプログラムはPCではなく、スキャナの
中に組み込みました。（利用者は必ずし
もITリテラシーが高くないので）

イネウンカ類計数結果

名称 認識数

トビイロ⻑翅メス 18

トビイロ⻑翅オス 2

トビイロ短翅メス 27

トビイロ短翅オス 1

トビイロ終齢幼虫 98

トビイロ中齢幼虫 3355

イネウンカ類若齢幼虫 4819

ヒメトビ⻑翅メス 0

ヒメトビ⻑翅オス 0

ヒメトビ短翅メス 0

ヒメトビ短翅オス 0

ヒメトビ終齢幼虫 0

ヒメトビ中齢幼虫 10

セジロ⻑翅メス 0

セジロ⻑翅オス 0

セジロ短翅メス 0

セジロ終齢幼虫 1

セジロ中齢幼虫 47

２ｃｍ

調査板を
AIで自動

認識、計数
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学習とAIモデル構築

• 2019年と2020年に収集した調査板を画像
化し、約16,000枚の画像中の虫のアノテー
ション作業を約300時間かけて⾏い、学習
データを蓄積しました。

• この学習データを、農研機構AI研究用スー
パーコンピュータ「紫峰」で、のべ約120
時間学習させてこのAIを開発しました。

2019年と2020年の調査板をデータ化した

AIスパコン「紫峰」で、のべ約120時間の学習時間

×約16,000枚
作業時間約300時間
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AI導⼊効果

• 専門家が目視で調査し計数する場
合、付着した虫が少ない場合で5〜
10分、左図のように多い場合は1時
間以上の時間がかかります。

• AIでは調査板の画像化と合わせて
も3〜4分以内に終わります。

従来、目視では⼀枚に1時間以上かかることも

AIで認識、計数は⼀枚１分以内

調査板をスキャナで画像化
（２〜３分）

3~4分で
処理終了
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農業データ連携基盤WAGRI

農業データ連携基盤 WAGRI

・気象や土地、地図情報等に関する様々なデータ・プログラムを提供（有償提供を含む）

・提供先や提供項目はデータ提供者が選択可能

気象
データ

農地
データ

地図
データ

土壌
データ

⽣育予測
プログラム

統計
データ

センサ
データ

農 業 者 等

農機メーカー ドローンサービス企業 ICTベンダー 農業団体

農業者等が、それぞれの経営形態等に応じて農業関連サービスを選択・活用

WAGRIを通じてデータ・システムを提供

⺠間
企業

⺠間
団体

⺠間
企業

⺠間
企業

農研
機構

官公庁
⺠間
企業

WAGRIを通じてデータを取得し、新たな農業関連サービスを開発

データ
提供者

 ⺠間企業、官公庁、農研機構が有する農業に関するさまざまなデータやプログラムを、農機メーカー、ICTベンダー、農業関連団
体に提供し、現場の農業者に役⽴つさまざまなインターネットサービスの開発を⽀援しています。

データ
利⽤者

（ミドルB）

API
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分類 内容 特徴 提供者 注）

肥料 肥料登録銘柄情報
約2万種類の農林⽔産⼤⾂登録肥料銘柄情
報

WAGRI運営事務局
（農林⽔産省オープンデータ)

農薬 農薬登録情報 約7,400種類の農薬登録情報
WAGRI運営事務局

（農林⽔産消費安全技術セン
ター)

地図 地図データ、航空写真の画像データ
国内トップクラスの⾼い精度と網羅性を誇る空
間情報コンテンツ

NTTインフラネット

〃 土壌の種類や分布が分かるデジタル土壌図 全国の土壌の種類や分布情報 農研機構

農地 農地の区画情報（筆ポリゴン） 全国約3,100万筆の農地区画情報
WAGRI運営事務局
（農林⽔産省）

〃 農地の緯度経度情報（農地ピンデータ）
全国1,724市区町村のうち1,595市区町村
の所在・地番、地目、面積、地域区分等の情
報

WAGRI運営事務局
（農林⽔産省）

〃 統合農地データ
全国の農地区画、農地ピンおよび土壌データを
統合したデータを2020年度に提供開始

農研機構

気象
最⻑３⽇先までの時別気象情報
（１kmメッシュ）

気象庁発表のデータにメッシュ作成、独⾃の補
正処理を加えた気象情報

ハレックス

〃
最⻑26日先までの日別気象情報
（１kmメッシュ）

14種類の確定値、予測値、平年値がシームレ
ス接続された1kmメッシュ⻑期予報情報（農
研機構開発）

ライフビジネスウェザー

市況
情報

⻘果物市況情報
⻘果物（野菜・果実）の⼊荷量及び販売価
格などの日別データ

WAGRI運営事務局
（農林⽔産省オープンデータ)

〃 ⻘果物卸売市場調査情報
⻘果物卸売市場調査(都市別、主要市場計)
のデータ

WAGRI運営事務局
（農林⽔産省オープンデータ)

辞書 農作業、農作物語彙辞書(CAVOC)
482語の農作業語彙情報と1,514語の農作物
語彙情報

農研機構

主なAPIの一覧 (1/2)〜基礎データ系〜

赤字はアクセス数の多いAPI
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分類 内容 特徴 提供者 注）

生育予測 ⽔稲・⼩⻨・大⾖の⽣育予測システム
農研機構と共同で研究開発された、栽培管理
支援システムのモデルを活⽤

ビジョンテック

〃 露地野菜の生育予測プログラム
農研機構が開発したレタスの収穫⽇予測プログラ
ム

農研機構

〃
施設園芸の生育収量予測
（トマト、パプリカ、キュウリ）

農研機構が開発した施設園芸作物の生育予測
プログラムを2020年度に提供開始

農研機構

〃 イチゴ生育解析
農研機構が開発中のイチゴの生育解析プログラ
ムの提供を検討中

農研機構

〃
トマト産地出荷量予測解析
（地域トマトの出荷量予測）

農研機構が開発中のトマトの出荷量予測プログ
ラムの提供を検討中

農研機構

〃 温州ミカン糖度予測プログラム
前年までに蓄積された糖度データと気象データか
ら当年の糖度を予測するプログラムの提供を検討
中

農研機構

病害虫 ⽔稲稲こうじ病診断
農研機構と共同で研究開発された、稲こうじ病の
薬剤散布適期を判定するプログラム

ビジョンテック

〃
昆虫世代予測プログラム
（昆虫のステージ・世代予測）

カメムシ目43種、チョウ目81種の世代予測が可
能なプログラムを2021年度に提供開始

農研機構

〃 病害判定プログラム
スマートフォン等で撮影した部位画像から病害を
判定するとともに、当該画像を収集するプログラム
を2021年度に提供開始

農研機構

営農 農業経営体数予測データ（市町村別）
農研機構が予測した2030年までの営農継続者
数データを提供開始予定

農研機構

〃 スマート農業標準経営指標データ
スマ農事業で収集される経営データ解析結果の
提供を検討中

農研機構

主なAPI一覧 (2/2)〜予測･判別サービス〜

赤字はアクセス数の多いAPI
⻘字は提供予定API
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⺠間企業による活用事例
-（株）ファーム･アライアンス･マネジメント 「FarmChat」-

WAGRIの
活⽤で・・・ ①

病害⾍
画像診断

診断したい葉の画像をアッ
プロードすると、診断結果
がチャットBotで配信。
確率の⾼い病害虫から候
補が表⽰。

②
市況情報市況情報

サービス

市場の⼊荷量の推移を時系列で表⽰し、産地リレーや
端境期などのリアルな出荷状況をモニタリング可能に。

生産計画や販売戦略の⽴案に活用できる︕
卸売業者の仕⼊れ業務の参考データにもなるね。

新規就農者など
経験の浅い農業
者でも、病害虫を
判別して適切な
防除が可能に︕

○ WAGRIの病⾍害画像判定プログラム、⻘果物市況データを 「FarmChat※」 に連携。

○ スマホで撮影した作物の葉の画像から病害⾍を識別し、適切な防除が可能に。（2022年７⽉現在４品目に対応）

○ 日々の市況情報の確認や産地リレー･端境期のモニタリングが可能に。API連携により、ICTベンダーは作業コストと
⼈為ミスが低減。

※ チャット機能や様々な農業情報配信機能、業務効率化機能を備えた、農業者向けのスマートフォン用アプリ。

WAGRI

病害⾍診断サービス

出所︓農⽔省「農業データ連携基盤の構築について」を基に⼀部改変
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サイバーフィジカル実験基盤の構築

野外における栽培試験は年に⼀度、少ない場所で⾏うため、多数のデータを得る農業研
究は手間と時間がかかる
→様々な温度、湿度、光条件下における栽培データが存在しない。 （データの偏在性）

→作物形質（環境応答変化）の連続的な計測データが存在しない。 （データの偏時性）

 栽培環境エミュレータ（⾼度な⼈⼯環境制御システム）により、様々な環境条件を再
現・実現

 ロボット計測装置による作物形質（環境応答変化）を連続計測

ボトルネック

栽培環境エミュレータ＋ロボット計測技術により、
様々な環境に適応する画期的な新品種、栽培技術を開発

ブレイクスルー
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ロボティクス人工気象室

様々な環境条件を再現・実現する
「栽培環境エミュレータ」

作物形質を連続的に計測する
「ロボット計測装置」

主な特徴
・様々な環境を再現
・計測装置を格納できるウォークイン型

主な特徴
・複数個体を複数カメラで計測
・⼈工気象室を開閉せずに連続的

に形質を測定

作物撮影用カメラ

カメラ走査用
電動スライダ
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ロボティクス人工気象室
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サイバーフィジカル農業研究

ロボティクス⼈⼯気象室を農研機構のネットワークと接続し、情報インフラと⼀体化した研究基盤を
構築することにより、⺠間企業等を含む外部機関からも遠隔解析を⾏うことが可能

未来の環境を模擬

例）国連の政府間パネルが⽰す温暖化シナリオに準じた各地域
での⾼温・⾼CO2環境

研究事例１︓品種の将来的な環境応答をリアルに評価

2012年 205x年

収量︖
品質︖

20xx年

研究事例２︓高精度発育モデルによるJIT制御

 開花⽇検知
 収穫⽇予測
 目標収穫⽇に合

わせるための環境
制御

→農作物のJIT生産


